
 

県立寒川高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇学習意欲の喚

起を基軸とした教

科横断的なカリ

キュラム・マネジ

メントに取組み、

生きて働く知識・

技能の習得及び

学びに向かう力、

思考力・判断力・

表現力を育成す

る 

 ①確かな学力育成

の授業研究におい

て、寒川高校の生

徒に身に付けさせ

たい力を明確にし

たうえで育成を図

るとともに、身に付

いたかどうかの評

価方法も 研究す

る。 

②教員研修を工夫

充実させ、本校生

徒に適した授業改

善を図る。 

①授業研究グループを教

科ごとと教科横断的なグル

ープの二つを設定し、そ

れぞれのグループの視点

から身に付けさせたい力

について、効果的な授業

展開を研究・実施する。ま

た、その評価方法を研究

する。 

 

②ＯＪＴを活用して効果的

な授業実践を共有する。ま

た、ＩＣＴを効果的に活用

する授業事例を共有する。 

①授業を通じて、生徒の

能力が伸長したか。また、

その評価方法が適正であ

ったかの検証ができたか。 

 

 

 

 

 

 

②本校生徒の特性に合わ

せた授業づくりに取組み、

指導方法等について教科

の枠を超えた共有ができ

たか。 

①教科ごと・教科横断的なグ

ループによる研究・検討・生徒

による授業評価アンケートの

分析と、授業実践からのフィー

ドバックをもとに、公開研究授

業を行った。その成果をまと

め、分析を行った。授業評価

アンケートの結果から、授業に

対する理解が深まったことが

読み取れた。 

②教員研修を通じて、生徒理

解やファシリテーションの技術

について学びを深めた。授業

の相互見学や教員サムズアッ

プを通じてＩＣＴ活用の事例や

教科横断的な視点から指導方

法の共有を行うことができた。 

①生徒の能力の伸長について

は、アンケート以外の方法でも評

価する必要がある。また、どの能

力が伸長したかを個別で評価す

る方法も研究が必要である。これ

らについては、課題解決型授業

の設定をもとに、単元ごとの小テ

ストなどで測る方法が考えられる。 

 

 

②今年度の研修をもとに、教科の

視点と教科横断的な視点を組み

合わせた授業実践の方法を共有

するようにしたい。ＩＣＴの活用に

ついては、実践例の収集と本校で

の実践をさらに充実させる必要が

ある。 

①②学校評価アンケート

から、評価に値する結果

が示されている。また、Ｉ

ＣＴ活用や教科横断的な

指導が図られ、できたと

されている。学校として

は打てる手すべて打っ

ているように感じる。定着

を図っていくためにも、

家庭学習など充実させ

ていただきたい。 

①授業評価アンケート

の結果からも、生徒の

授業に対する理解が深ま

ったことが読み取れた。 

 

 

 

 

 

 

②教科横断的な意見交換

を通じて、生徒に身に付け

させたい力を「寒高アー

ツ」として共有することがで

きた。 

①学校関係者評価にも

あるように、家庭学習

の充実に向けて、個人

端末の活用も視野に入

れた仕組みの構築を目

指したい。 

 

 

 

 

②デジタル教材の活用

により、個別最適化さ

れた学習を導入し、生

徒の能力の伸長を図り

たい。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①基本的生活習

慣を確立させ、規

範意識を醸成す

るとともに、安心

して学校生活を

送れるように生徒

の心のサポート

を行う。 

 

 

②生徒が自ら考

え行動する活動

を通じて、責任感

や連帯感の醸成

と達成感が得ら

れるよう生徒会活

動を充実させる。 

①社会の一員とし

て必要な、社会の

きまりやルール・マ

ナーを理解させる

とともに粘り強く指

導してその定着を

図る。また、生徒

個々に応じた組織

的支援体制をさら

に整理強化する。 

②心身の健康をも

とに学習活動に安

心して取り組める

環境を整える。 

 

 

 

 

③特別活動におい

て、他者と協働し、

生徒主体で計画・

実施できるよう支援

する。 

①全教職員で「生徒支援

の指針」と「生徒対応の手

引き」について共通認識を

図る。また、SSE の取り組

みや交流当番、下校指導

などを通じて、生徒に関わ

りながら、生徒一人ひとり

の特性を理解して、信頼関

係をつくりながら、問題行

動の未然防止に努める。 

②生徒の日頃の行動変化

を観察し、声かけや面談

の実施等による困り事や

悩み事を早期に聞き取り、

情報共有を密にして、組織

的に支援する体制を整理

確立する。 

 

③生徒会、各種委員会、

係、学校行事等におい

て、役割の目的を明確に

し、計画段階から生徒を支

援するとともに、生徒、職

員が一体となって取り組

む、 

①生徒と積極的に関わり

ながら一人ひとりを理解し

て良好な関係性をつくり指

導できたか。また、問題行

動を起こす生徒を適切に

指導し、繰り返し問題行動

を起こす生徒の問題行動

の発生件数を減少させるこ

とができたか。 

 

②職員が情報を共有し、

学年団や教育相談コーデ

ィネーター等を中心にＳＣ

やＳＳＷ、外部資源等を活

用しながら複数の職員に

よる組織的かつ適切な支

援体制が築けているか。 

 

③生徒会の各種委員会及

び学年行事等において教

員が関わり指導しながら、

生徒が自ら他者と協力し、

自らの役割を果たし、全体

に貢献することによって、

達成感や満足感を得ること

ができたか。 

①全体の生徒数は減少してい

るものの、問題行動件数は前

年度と比較して増加した。 

2 月 21 日までで 86 件。(昨年

度は 54 件) 

 

 

 

 

 

②教育相談週間の実施、職員

研修を行い、組織的な教育相

談体制の確立ができた。ま

た、各学年の教育相談担当を

中心に、対応策の検討、ＳＣ

やＳＳＷ、外部資源への連携

に繋げることができた。 

 

③生徒会役員による定例会を

実施し、その中で各種行事の

活性化や学校のイメージ向上

についての議論を実施した。

また、各種委員会の役割の整

理を行い、行事等への関わる

機会の創出に努めた。 

①来年度以降も｢生徒支援の指

針｣と｢生徒対応の手引き｣を全教

職員で共通理解のもと指導にあた

る必要がある。また、教員研修会

の実施を通じて、生徒とのコミュニ

ケーションスキルを向上させ、下

校指導や交流当番を実施し、問題

行動未然防止に重点を置いた取

組みを推進する。 

 

②年度始に教育相談に関する情

報共有会議を開催し、転任職員を

含む全職員が共通認識のもと校

内支援体制を構築できるよう意思

統一を図る。また、個別ケースに

おける対応策の実績を蓄積し、次

年度以降の改善に活かしていく。 

 

③生徒会以外の生徒の声を反映

させるような仕組みづくりや生徒

の主体的な参加を促すような行事

づくりに努める必要がある。また、

委員会については、活動や役割

の目的を明確にして、より多くの活

動の場を創出し、生徒自身の主体

的な参加や活動の促進に努めて

いく。 

①問題行動件数の増加

は気になるところである

が、解決に向けての方

策は、学校だけではどう

にもならないことがある。

規範意識の確立などに

対しては家庭の協力が

不可欠であるので、家庭

の協力を得る手立てを

考えていただきたい。 

②支援するだけでなく、

受援力（助けてと声を上

げる力）を付けられるよう

な環境づくりをお願いし

たい。また、自らそうしな

ければならないという自

己指導能力を身に付け

るような活動を取り入れ

てもらいたい。 

①生徒との積極的な交流

を通じて、より丁寧な生

徒指導を行うことができ

た。また、全職員で SSE

等の取り組み、問題行動

等の未然防止に意欲的に

取り組んだ。今後も問題

行動の指導件数の減少に

つなげていきたい。 

 

②教育相談に関する情報

共有の機会創出、ケース

会議開催や組織的に関わ

っていく支援体制の意識

向上を図ることができ

た。 

 

 

③生徒が関わりやすいよ

うに各種委員会の役割や

行事の内容の整理・精査

を行った。また、計画的

な活動を心掛け、多くの

生徒が主体的に活動でき

るよう努めた。一方で、

部活動の加入率が低下し

ている。 

①全職員で共通認識を

持ちながら、生徒の実

態に応じた指導方法を

模索し、積極的に指

導・支援を行ってい

く。 

 

 

 

 

②生徒自身が困りごと

や悩みごとを自ら発信

し、他者に頼ることが

できるようになるため

の指導やマインド形成

をしてきたい。 

 

 

③生徒の主体的な参加

を促すために、委員会

や行事の活動内容を精

査し、実行していく。

また、部活動の加入向

上のための方策を検討

していき、生徒の課外

活動の充実を促す。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇社会的・職業

的 自 立 の た め

に、生徒に自己

の在り方生き方を

考えさせ、望まし

い勤労観や職業

観を基盤として主

体的に進路を選

択する能力を育

成し、生徒一人

ひとりの進路実

現につなげる。 

①生徒の希望や状

況を把握し合意形

成のもと、個々の

適性に合った進路

実現ができるよう細

やかな進路指導を

実践する。 

 

 

 

 

 

 

②キャリア教育に

係る外部の資源を

有効に活用し、生

徒の進路意識の向

上を図る。目標をも

って進路実現でき

る 生徒を 育成す

る。 

①校内の支援体制及び校

外の支援機関とも連携し、

進路指導に関わる支援の

充実を図る。また、昨年導

入した求人票システムを通

じ、進路指導の効率化と生

徒の進路選択の最適化を

合わせて進められるよう、

運営面での改善を図る。

だれでも対応できる進路

指導体制を構築するととも

に、事故防止に努める。 

 

②地区インターンシップや

仕事のまなび場などの体

験活動や職場見学などを

実施し、生徒の職業観を

育成するとともに、１・２年

次における生徒の進路意

識の向上を図る。 

①生徒が目的を持って進

路を選択することができた

か。進路未決定者を 10％

以内とすることができた

か。（昨年度9.8％） 

①適切な支援体制のも

と、進路支援を行うことが

できたか。 

 

 

 

 

 

②生徒の多用な進路のニ

ーズを踏まえ、地区インタ

ーンシップや仕事のまな

び場などの体験活動の周

知を徹底し、参加希望者を

募る。また、令和５年度と

比較し体験者数を増やす

ことができたか。 

①２月 26 日時点で卒業予定

者 192 名のうち、進路未決定

者は 31 名（16.7％）。この中に

は現在進路活動に取り組んで

いる生徒もいる。 

①求人票システムを活用し、

3,500 件余りの求人票を適切

に処理した。昨年度から継続

しているため、効率よく進路活

動を進めることができた。 

 

 

 

②夏季休業期間を中心に地

区インターンシップに参加し

た３名の生徒がキャリア体験活

動に参加し、全員が地区発表

会で発表することができた。 

①進路未決定者の割合は目標の

10%から 6.7 ポイント増加した。卒

業式後も進路相談などを行い、就

職などの支援を継続する必要が

ある。 

①進路指導に関する一連の事務

手続きを共有し、全体で進路活動

を支援する体制を整える必要があ

る。また、生徒の特性に応じた多

様できめ細やかな進路支援に継

続して取り組んでいく。 

 

 

②キャリア体験活動とともに適性

検査等を実施し、キャリア教育の

充実を図りながら、生徒自身が進

路を具体的に希望できるように、

進路支援の体系化を一層進めて

いく。 

①生徒が社会的・職業

的自立を目指して学ぶこ

と、働くここと、生きること

を続けていってもらいた

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②キャリアは与えられる

ものではなく、自分で作

り上げていくものである

ので、粘り強く取り組ん

でもらいたい。 

①3 月 24 日時点での進路

未決定率は 24 名、12.5%と

なり、10%を下回ることがで

きなかった。卒業式後に就

職が決まったものは就職

希望者7名中5名いた。未

決定者には、自ら希望して

就職・進学をしていない生

徒も含んでおり、進路の多

様化が見られた。また、求

人票システムを活用し効

率よく会社探しができた。 

 

②キャリア体験活動は参

加した生徒の進路決定に

役立っている。今後は参

加者をさらに増やしていき

たい。 

①生徒の特性に応じた

きめ細やかな進路支援

を引き続き行うとともに、

求人票の処理にかかる

時間をさらに効率化する

など、進路指導に係る事

務作業の効率化を進め

る。 

 

 

 

 

 

②自らの意思で進路選

択ができるように職業観

の醸成の機会積極的に

外部のキャリア体験活動

に参加できる機会を紹介

する。また、自らキャリア

を作り上げる意識を持た

せる。 

４ 地域等との協働 

〇寒川町唯一の

高等学校として、

寒川町や近隣地

域、小中学校の

期待に応え、地

域に親しまれ、地

域とともにある学

校づくりを進め

る。 

①計画的な広報活

動を展開し、中学

生や地域に向けて

寒川高校の魅力と

特色を効果的に発

信する。 

 

 

②ＨＰ等を組織的

に更新させ、新し

い情報等を提供す

る。 

①中学生の進路活動を踏

まえ、計画的・系統的な広

報活動に取り組む。 

 

 

 

 

②ＨＰの更新に加え、ＳＮ

Ｓでの情報発信を定期的

に行う仕組みを整える。 

①中学生の進路活動を踏

まえた広報活動を展開す

ることができたか。 

 

 

 

 

②ＨＰに最新の情報を掲

載し、更新することができ

たか。また、ＳＮＳでの主

体的な情報発信を推進す

ることができたか。 

①中学生が実際の学習環境

を体験できるように学校説明

会の開催方法を見直した（オ

ンライン開催・授業体験な

ど）。 

①寒川町との連携を強化し、

交流を深めた。 

②ＨＰの階層を整え、学校の

情報をⅩ（旧ツイッター）により

定期的に発信した。 

①本校に対する中学生のニーズ

分析を在校生徒からのアンケート

を行い、広報コンテンツの改善や

広報活動の改善を図っていく。 

 

 

 

②今後も継続して多様で組織的

な情報発信を行う仕組みを整えて

いく。 

①中学生の方からアン

ケートなどにより、ニーズ

を集めていることであれ

ば、それに対する答えを

明確にする必要がある。 

 

 

②良いＰＲ活動が実施さ

れているとして評価でき

る。 

①アンケートはあくまでも

参考とし、入学者選抜の状

況等を踏まえ、潜在的・本

質的に必要とされる本校

の広報活動の在り方を確

認し共有する。 

  

②継続的にＨＰ等を組織

的に更新させ、新しい情報

等を提供していく。 

①入学した生徒がどの

段階で本校への進学を

目指したのか、説明会等

への参加の有無も含め

検証を行い、広報活動

の指針を見直す。 

 

②ＨＰの更新に加え、Ｓ

ＮＳでの情報発信を定期

的に行うなどの仕組みを

継続運用する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇事故・不祥事

防止を徹底し、

地域から信頼さ

れる学校づくり

に努め、持続可

能な学校運営と

生徒に寄り添っ

た教育を継続す

るための「働き

方改革」を推進

する。 

①行事予定や施設

等の管理・調整を

通じた円滑な学校

運営に取り組む。 

 

 

②合意形成のも

と、校内融和や風

通しの良い職場環

境づくりを目指

す。 

① 業務の効率化の視点を

持ち、学校運営にかか

る調整を行う。 

 

 

 

②各種調整を通じ円滑な

学校運営により、事故・

不祥事防止に努める。 

 

①各グループと連携し、

学校運営に係る調整を通

じて、業務改善を進める

ことができたか。 

 

 

②自分事として、事故・

不祥事防止に取り組むこ

とはできたか。 

②職員のウエルビーイン

グは高まったか。 

①年間を通じて行事予定や

施設等の管理・調整を行い

円滑な学校運営に取り組ん

だ。 

 

 

②職員が主体となった不祥

事防止研修を毎月行った。 

①次年度企画会議・職員会議の

設定を変更するなど、円滑な学

校運営を目指し、効果的な運用

を図る必要がある。 

 

 

②今後も継続して職員の意識啓

発を図り、事故・不祥事防止に

努めていく。 

①安全・安心・快適な教

育環境を構築していって

もらいたい。 

 

 

 

②風通しの良い職場環

境づくりについても含

め、4 月1 日からスタート

ダッシュできるよう、具体

的な方策を年度内に検

討してもらいたい。 

①円滑な学校運営を目指

し、年間を通じて行事予定

や施設等の管理・調整を

図った。 

  

 

②組織体制の一助となる

よう、合意形成のもと、校内

融和や風通しの良い職場

環境づくりを推進した。 

①今後も継続して業務

効率化の視点を持ち、行

事予定や施設等の管

理・調整を通じた円滑な

学校運営に取り組む。 

 

②学校運営に係る各種

調整を綿密に行うととも

に環境整備の充実を一

層進めていく。 

 

   


